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   Ａ０１Ｎ  63/00     (2020.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/10     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/30     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/34     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/36     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/04     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   3/04     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/24     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  85/50     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  65/42     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  81/28     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   3/3526   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ   63/00     　　　Ａ
   Ａ０１Ｐ    3/00     　　　　
   Ａ０１Ｎ   25/10     　　　　
   Ａ０１Ｎ   25/30     　　　　
   Ａ０１Ｎ   25/34     　　　Ａ
   Ｂ３２Ｂ   27/00     　　　Ｈ
   Ｂ３２Ｂ   27/36     　　　　
   Ｂ０５Ｄ    7/04     　　　　
   Ｂ０５Ｄ    3/04     　　　Ｃ
   Ｂ０５Ｄ    7/24     ３０３Ａ
   Ｂ０５Ｄ    7/24     ３０２Ｃ
   Ｂ０５Ｄ    7/24     ３０１Ｂ
   Ｂ０５Ｄ    7/24     ３０３Ｅ
   Ｂ６５Ｄ   85/50     １００　
   Ｂ６５Ｄ   65/42     　　　Ａ
   Ｂ６５Ｄ   81/28     　　　　
   Ａ２３Ｌ    3/3526   ５０１　

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月6日(2021.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエチレンテレフタレート、またはポリスチレンを
基材とする、シート、容器または包装フィルムであって、
　少なくとも一部の表面が、
　コロナ放電処理され、さらに
　プロタミンまたはその塩を含む層で被覆されている、
シート、容器または包装フィルム。
【請求項２】
　食品包装材として許容される材料を基材とする、シート、容器または包装フィルムであ
って、
　少なくとも一部の表面が、
　コロナ放電処理され、さらに
　プロタミンまたはその塩を含む層で被覆されている、
シート、容器または包装フィルム。
【請求項３】
　プロタミンまたはその塩を含む層がさらに乳化剤を含む、請求項１または２に記載の、
シート、容器または包装フィルム。
【請求項４】
　乳化剤が、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル
、ショ糖脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ステアロイル乳酸カルシウム、ス
テアロイル乳酸ナトリウム、プロピレングリコール脂肪酸エステル、レシチン、またはサ
ポニンからなる群より選択されるいずれかである、請求項３に記載の、シート、容器また
は包装フィルム。
【請求項５】
　基材が、ポリエチレンテレフタレートである、請求項１～４のいずれか１項に記載の、
シート、容器または包装フィルム。
【請求項６】
　ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエチレンテレフタレート、またはポリスチレンを
基材とする、原反シートまたはフィルムの少なくとも一方の表面に、コロナ放電処理する
工程；
　コロナ放電処理した表面を、プロタミンまたはその塩を含む水溶液で被覆する工程；な
らびに
　水溶液が塗布された原反シートまたはフィルムを、乾燥する工程
を含む、シート、容器または包装フィルムの、製造方法。
【請求項７】
　食品包装材として許容される材料を基材とする、原反シートまたはフィルムの少なくと
も一方の表面に、コロナ放電処理する工程；
　コロナ放電処理した表面を、プロタミンまたはその塩を含む水溶液で被覆する工程；な
らびに
　水溶液が塗布された原反シートまたはフィルムを、乾燥する工程
を含む、シート、容器または包装フィルムの、製造方法。
【請求項８】
　プロタミンまたはその塩を含む水溶液が、乳化剤を含む、請求項７に記載の製造方法。
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